
☐

☑

☑

☑

☑

☐

☑

☐

☑

☐

☑

☑

☑

☑

☐

☑

☐

☐

3名

6ha 7ha

項目 日焼けによる廃棄量

4名

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 農産部員および独立就農者人数

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

草生栽培面積
2021年 無し→2024年0.1 ha
(試験園として実施)

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2025年　6ha

農業大学校の卒業生からの新入社員、および社会人の新入社員
から就農を希望する者を選抜し、1名は農産部社員として、もう1
名は新規就農者として育成し、目標は達成できた。

項目 自社耕作面積

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

気候変動、特に夏場の気温上昇に対応した栽培技術の
確立による廃棄量の減少

現状（2025年） 更新時（3年後）

2025年　3名

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

5t

前期の指標に対する実績

2.5t
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

自社耕作面積
2021年1.5 ha→2024年5 ha

前期の指標に対する実績

後継者のいない農地や耕作放棄地の受け入れ・農地の保全

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

熊本市、玉名市、玉東町の柑橘農園を借り上げることで、目標を
達成することができた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 試験園として一部圃場を草生栽培にしたが、果樹との養分競合
や害虫の増加、作業効率の悪化などの理由から2023年に試験
を中止したため、未達となった。

2025年　無し

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

NPO法人九州エコファーマーズ、農業高校、農業大学校等と連携して新規就農者の育成を進めるとともに、地域農
家や行政等との信頼関係を構築することで、農業をやりやすい・農地を守りやすい環境を作っていく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

新規就農者の育成
農産部員または独立就農者
2021年1名→2024年3名

果樹園の健全な草生栽培方法の確立

経済

環境

事業者名 株式会社味咲

青果物の集荷・販売業務により農家の利益を守ることで産地が維持・拡大されるよう努めるとともに、柑橘類等の生
産を担う人材育成や社内外環境の整備によって農地を保全する１プレーヤーとして「産地の持続可能性」に貢献する
企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

新規就農者の育成

後継者のいない農地や耕作放棄地の受け入れ・農地の
保全


